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 ■日曜議会一般質問 

ホーム／市政あれこれ／市議会／日曜議会一般質問

 日曜議会一般質問 

 

 ・日 時 平成１７年２月１３日(日)午前１０時～午後６時３０分ごろ 

 ・内 容 一般質問（質問内容は下表のとおり） 

 ・問合先 議会事務局（電話 ０４２－３８７－９９４７）

発言時間 氏 名 発  言  の  表  題

10:00～10:20 露口哲治

１ 小中学校の地震対策について

 (1) 地震発生時、子供たちの安全対策は十分か

 (2) 小中学校の耐震補強工事の進捗状況は

 (3) 今後の予定は計画どおり進むのか

２ 武蔵小金井駅南口市街地再開発について

 (1) １月１２日以後、地権者の開発協力はどうなっている

 (2) 地権者の反対、市民交流センター建設反対などについての対応は

10:20～10:40 関根優司

１ 坂下の交通不便地域の問題について

 (1) この間の市民の声と市の努力

 (2) 今後の努力方向について

10:40～11:00 若竹綾子

１ 市政を育てる市民の知恵を、市長は「聞きおく」だけで済ませてはならな

い。真の市民参画を求め市に期待する市民に応えていただきたい

 (1) ｢子育て支援｣ニーズに予算配分は不可欠。財政難の言い訳はＮＧ

２ 巨大な赤字を垂れ流す再開発では市民サービスは向上できない

 (1) 再開発でどれだけの財政好転が望めるか、また再開発地域と道路１本

隔てた地域の商業者は一体どうなるのか、市民は疑念を抱いています

11:00～11:20 五十嵐京子

１ 武蔵小金井駅南口再開発事業の推進に向けて

 (1) 都市再生機構が正式に施行者と決まり、小金井市の役割はどのように

なるのか

 (2) 昨年の暫定予算の影響による完成の時期の変更は

 (3) 駅周辺の景観などに関して、ＪＲ中央線高架事業の関連街づくり委員会

や、景観に関する市民アンケート結果はどのように反映されるのか

 (4) ２５階建てのビルに関し、２５階部分からの展望を市民も共有できる使

い方は可能か

11:20～11:40 伊藤隆文  

１ 市政を取り巻く状況―地方分権時代の都市間競争に勝つために

２ 小金井１００年の街づくりについて 

 (1) 武蔵小金井駅南口の再開発事業を円滑に進めるために

 (2) 東小金井駅北口の区画整理事業の展望は

３ 市民の幸せ（住んで良かった街）にするために―提言

 (1) 行財政の健全化

 (2) 子育て支援

 (3) 高齢者・障害者の支援

 (4) 住環境の保持・増進

 (5) 教育、文化・芸術の高度化

 (6) 商・工・農の振興

・電子申請について

・電子調達について



11:40～12:00 小山美香

１ 若者を応援－暮らし方や仕事を選べるまちに

 (1) 学生の住みやすいまちにするために、多様なニーズに合わせた住まい

の支援を

 (2) 学生がまちに求める機能やサービスは何か、調査を

 (3) ＳＯＨＯ、コミュニティビジネス、ＮＰＯなど新しい就労の場づくりの支援を

13:00～13:20 斎藤康夫

１ 審議会ごとの電子会議室を早急に設置すべきである

 (1) 現在の審議会等の市民公募枠について

 (2) 審議会等に応募した市民の選定方法について

 (3) 平日の日中に参加できない市民の声をどのように審議会等に反映させ

るのか

 (4) 他自治体の電子会議室をどのように評価するか

 (5) 第二次行革大綱に掲げた電子会議室をどのように実現するのか

 (6) 市民の実名登録制で、市民の議長を選定することにより、充実した電子

会議室を審議会ごとに設置すべきである

13:20～13:40 小尾武人

１ 小金井市の現下の市民的課題について

 (1) ココバス南側３路線と路線外地域への今後の取組

 (2) 都市再生機構による南口再開発の展望

13:40～14:00 青木ひかる

１ 「建築物の絶対高さ制限」の導入を

 (1) 玉川上水周辺の風致地区に「絶対高さ制限」を導入し、景観と住環境

の保全を行ってもらいたい

14:00～14:20 西岡真一郎

１ 美しい小金井を実現するためにアダプト・プログラム（市民・事業者と行政

との美化協定の締結）を展開すべき

 (1) アダプト・プログラムの意義や他の実績をどのように考えるか

 (2) アダプト・プログラムの効果をどのように考えるか

 (3) 小金井市内における市民の美化活動の現状はどのような状況か

 (4) 市民の自発的な自治意識の向上・美化向上・ごみ減量・防犯・防災・市

民同士のコミュニケーションの向上・清掃経費の削減等の効果につながるア

ダプト・プログラム（美化協定）を実現すべき

 (5) 小金井市に相応しいアダプト・プログラム（美化協定）をどのように考え

るか

14:20～14:40 鈴木洋子

１ 小金井１００年の街づくりの進展を問う

 (1) 事業計画認可後の取組について

 (2) 市のプランに反対する野党議員の主張、見直し論の場合は

14:40～15:00 藤村 忍

１ 高齢者介護とターミナルケア（終末期医療）について

 (1) 医療と介護のチームケアについて

 (2) ターミナルケア・プラン、医療やターミナルケアに関する情報提供と相談

窓口について

 (3) かかりつけ医、地域病院と訪問診療の連携などについて

15:20～15:40 高木真人

１ 第二庁舎８階の職員厚生室は贅沢である

 (1) ８階の３分の１を占有する職員厚生室は贅沢であり、行財政改革の施

策に入れるべきではないか

 (2) ８階は大々的に利用を見直すべきである

15:40～16:00 渡辺大三

１ 自動車の「武蔵野ナンバー」実現に向けて

 (1) 国土交通省が「ご当地ナンバー制度」を導入

 (2) 「品川」「横浜」「湘南」は各々「都心」「港」「海岸線や砂浜」のイメージで

人気がある。「武蔵野ナンバー」は緑と文化の地域ブランド創りに有益ではな

いか

 (3) 官民一体での推進に向け、武蔵野地域の各市の協力体制づくりを

16:00～16:20 板倉真也

１ 特別養護老人ホームの増設を

 (1) 現在のベッド確保数と、入所待機状況について

 (2) 「介護保険事業計画」に基づき、この間どのような対策をとってきたのか

 (3) 今後の特養ホーム入所希望者の見通しと、ベッド確保の方針及び手立



 

このページのトップへ

てを問う

16:20～16:40 野見山修吉

１ 認知症高齢者の予防と支援について

 (1) 「痴呆」という言葉から生まれる偏見から「認知症」に変わったが、その

意義の周知と偏見をのりこえ、気軽に相談できる体制を

 (2) 昨年質問した対応マニュアルはどうなっているのか

 (3) 予防のための訪問指導をできるだけ行ってほしい

16:40～17:00 漢人明子

１ 「小金井１００年の街づくり」とはなにか

 (1) 武蔵小金井駅南口再開発事業を「小金井１００年の街づくり」とうたって

進めようとしているが、１００年後の小金井をどう予測しているのか

 (2) 低層低エネルギーの環境共生時代のモデルとなるような街こそが、１０

０年後の人々に歓迎されるのであり、まちの象徴となる駅前に税金を投入し

て進める事業としてふさわしいのではないか

17:00～17:20 和田茂雄

１ ココバスの運行に合わせて、コミュニティ道路としての整備を

 (1) バス停の位置がドライバーにはっきりとわかるように、路面表示をして

はどうか

 (2) グリーンベルト表示などして、コミュニティ道路として歩行者の安全を図

るべきだ

17:40～18:00 稲垣庸子

１ 美術館等のあり方について

 (1) 美術館の存在意義について

 (2) 今回の委員会に求めること

 (3) 各大学との連携は

 (4) 市民交流センターに関して、大学との連携は

18:00～18:20 井上忠男

１ 南口の再開発事業で市財政はどうなるか

 (1) ２００５年度に市債を３８億円返済しても、借金の残額は３６８億円

 (2) ２００５年度に基金を３億５６００万円取り崩し、基金（貯金）の残額は３６

億円

 (3) 個人市民税は、１１５億円から８３億円に落ち込んでいる

 (4) 地方交付税は、国の方針転換で１６億円から借金に変えられてしまった

 (5) 一地区と二地区の総事業費は６０４億円、市負担額は２１４億円

 (6) ２００４年度中に財政計画を示すという答弁は守られるのか

 


